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項目

• 問題提起

• ５．１　分類子と関連性

• ５．２　文献からのサンプリング



問題提起

　図書館などの情報検索のシステムにベイズ決
定を用いることができる

　　　　　　　　　　　　　　↓

　情報の関連性の有無は、「確率」が絡む

　　　　　　　　　　　　　　　↓

　情報検索システムに応用するための手法を
提示



５．１　分類子と関連性

・情報の関連性の有無に二つの基準を定義

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

例：図書館での検索１

　「オペレーションズ・リサーチ」の手法を「図書館」の「閲覧」の問題に応用す

　るための文献を検索すことを考える。

・以下の四つの概念用語を用意

　I１：’閲覧’　I２：’OR’　I３：’図書館’　I４：’閲覧’および’OR’
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

　

・概念用語を文献の関連性の有無の基準とする。

・概念用語を分類子と表現し、m個の分類子 1 2, , , mLI I I を定義



５．１　分類子と関連性

・  js S Z s文献 に対し、関数
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      1 2, , , ms m Z s Z s Z sL文献 に 桁の２進数 が与えられる

mL例：（1,0,0,1,1, 1,0）( 桁)
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iSどれ かの部 分集合 (カテゴリ ー)に分類され る



５．１　分類子と関連性
• 関連性の段階的尺度　　　　　　　　　　（かなり主観的な基準）

例：ｑ＝１　→　０（関連なし）,１（関連あり）

　　ｑ＝２　→　０（関連なし）,１（やや関連あり）,２（関連あり）

・２つの基準により、各文献ｓに対し、たとえば以下のようなベクトルを表現

全文献Sの集合

目的は分類子によるカテゴリーを検索すべきか否かを決定する

 0,1,2, ,qL

(1,0,0,1,1, ,1,0,5)L ( 1 )m 桁
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iki k
S S  ( )集合の直和 (5.1.3)
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５．２　文献からのサンプリング

• 集合Sをランダム・サンプリングの問題として考える

• 標本（ランダムサンプル）n点の文献よりｒを表現

 ik ik ikS P S 各カテゴリー の確率　 (5.2.1)
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５．２　文献からのサンプリング



５．２　文献からのサンプリング

• 関連性が２段階ならｑ＝１で

• 文献カテゴリーSiの検索基準

　すべてのθは値がわかっているとして計算、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そうでなければデータｒから推定
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1 0,i i （関連性あり なし ）
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 なら,文献カテゴリー を検索
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 なら,文献カテゴリー を検索しない

(5.2.7)

（※c:無関係文献を 検索してしまうコストによ る定数）


